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アジェンダ

1.第1回地域公共交通協議会の主なご意見・修正箇所

2.役割分担について

3.その他

• 地域公共交通協議会での指摘事項と対応方針

• タクシー・ライドシェア追加

• コミュニティバス、乗合タクシー、デマンド等の詳細を記載



１．第1回地域公共交通協議会
の主なご意見・修正箇所
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参照先対応状況頂いたご意見の要旨・修正点項目
P.18
P.20

• 検討対象地域または、導入モード選定フロー
等への記載方法を検討中。

• グリーンスローモビリティは市域全域を検討対象と
しているが、実際には狭い範囲で運行する。誤
解を避けるため、表現に工夫が必要である。

検討対象地域

P24• 総合都市交通体系マスタープラン基本計画の
記載内容に修正。

• 総合都市交通体系マスタープラン基本計画記
載事項との不整合。

サービス水準

―• 市民や企業によるボランティアを想定し、策定
する。

• 運転手不足の現状を考慮し、グリーンスローモビ
リティの運転手には、バス運転手以外の人材を
検討して欲しい。

その他

P17

P18

• タクシーについても、総合都市交通体系マス
タープラン基本計画を参考にしながら、ガイドラ
インにも記載する方向で検討を行う。

• 総合都市交通体系マスタープラン基本計画記
載の内容から逸脱しない範囲で、ガイドラインで
より具体的に記載する。

• タクシーの役割についても、検討して欲しい。

• コミュニティバスと乗合タクシーが担う役割の記載
内容が類似している。記載内容について、議論
が必要。

各交通モードの
役割

第1回地域公共交通協議会の主なご意見・修正箇所



２．役割分担について
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各交通モードの役割

• 高い運行頻度を活かして都心駅等へのアクセスを支える、市民の暮らしの主要な交通手

段

路線バス

（幹線軸）

• 比較的高い運行頻度を活かして幹線軸とともに主要駅等へのアクセスを支える市民の暮

らしの主要な交通手段

路線バス

（準幹線軸）

• （施設アクセス路線）住宅地や駅や病院など主要施設へのアクセスを支える移動手段

• （その他路線）市内の様々な生活シーンの移動ニーズを支える移動手段

路線バス

（施設アクセス路

線・その他路線）

• 地域特性に合わせ、通勤・通学や地域の暮らしを支える役割。

• 路線バスの運行がないエリアにおける居住地域と駅等の主要なモビリティハブや生活関

連施設（区役所、公民館、病院・商店街等）を結ぶ移動手段。

コミュニティバス

• 地域特性に合わせ、通勤・通学や地域の暮らしを支える役割。

• 地域の暮らしを支えるため、居住地域とバス停等のモビリティハブや生活関連施設を結

ぶ移動手段。

乗合タクシー

• 地区内交通として、買い物・通院・地域コミュニティ参加などの暮らしの移動を支える

役割

• 居住地域と生活関連施設やバス停等のモビリティハブを結ぶ移動手段

デマンド交通

グリーンスロー

モビリティ

• バスや鉄道へのアクセシビリティが低いエリアや、バスや鉄道が利用できない時間帯で

の移動を支えるほか、高齢者や妊婦、障害者などの移動が困難な方の移動手段として活

躍が期待される。

タクシー・ライド

シェア

【各交通モードに期待する役割】（総合都市交通体系マスタープラン基本計画）

追
加
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各交通モードの役割

• 鉄道や路線バスを補完

• 生活圏域※を跨ぐ運行

• 駅等の主要なモビリティハブや生活関連施設と居住地域を直接的に結ぶ移動手段

コミュニティバス

• 鉄道や路線バスを補完

• 生活圏域を跨ぐ運行

• 居住地域と生活関連施設を結ぶ移動手段

• 駅へのアクセスについては、原則的にバス停等のモビリティハブを介して間接的に接続

する

• 道路が狭い等、バスの運行が難しい街区における運行

乗合タクシー

• 生活圏域内の広域な運行

• 居住地域と生活関連施設を結ぶ移動手段

• 主に高齢者や子育て世代等の移動困難者のための移動手段

• 生活圏域を跨ぐ移動については、原則的にバス停等のモビリティハブを介して間接的に

接続する

デマンド交通

• 生活圏域内の身近な運行

• 居住地域と生活関連施設を結ぶ移動手段

• 主に高齢者や子育て世代等の移動困難者のための移動手段

• 生活圏域を跨ぐ移動については、原則的にバス停等のモビリティハブを介して間接的に

接続する

グリーンスローモ

ビリティ（ボラン

ティア輸送）

【各交通モードに期待する役割】（詳細）

※中学校区程度の範囲を想定




















































































